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　現在、世界的な水不足が進行中であり、2025 年には中東、欧米、中国全域を含む各地域で深刻な
水不足が予測されている。そのため、海水や下水を水資源として活用し、飲料水や工業用水として使用
する水処理技術への需要が高まっている。最新のろ過技術を保有する日本企業の海外での大型水処理プ
ラント建設受注も増加している。
　海水淡水化技術としては、従来、海水を加熱蒸発後、凝縮させて真水を得る高コストな蒸発法が主流
であったが、近年、高効率で耐久性も高い低コストの逆浸透法が増えてきた。逆浸透法では、水は透過
するが塩分粒子は透過させない半透膜を用いて海水から真水を得ることができる。日本企業はこの逆浸
透膜を使用する淡水化手法の開発を精力的に進めている。また、下水再生にも、類似の逆浸透膜が開発
されている。今後、世界的に水資源確保のニーズが増加するため、日本の最新の水処理技術がさらに世
界中で用いられていくと考えられる。
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　水資源の枯渇あるいは水質悪化が地球規模で重
要な課題となっており、2025 年には中東、欧米、
中国全域で深刻な水不足が予測されている。飲料
水、工業用水、農業用水などの水資源の持続的確
保および関連技術の需要が高まり、海水淡水化や
下水再生の大型プラント施設の建設が増えている。
今後、世界の水資源確保のニーズは増加する一方
であり、特にアジアでは中国での伸びが大きいと
見られている。今年に入って、日立造船譁、三菱
重工業譁などの日本企業は、東レ譁、東洋紡譁、
日東電工譁などが保有する最新のろ過技術を組み
込んだプラントの建設を、海外で相次いで受注し
ている。
　海水淡水化技術としては、従来、海水を加熱蒸
発後、凝縮させて真水を得る蒸発法が主流であっ
たが、高コストなために、石油が豊富な中東以外
には普及していなかった。しかし現在では、ろ過
技術の進展により低コストで淡水を得ることが可
能になっている。近年、エネルギー消費量が小さく、
経済性に優れる逆浸透法が開発された。逆浸透法
とは、水は透過するが塩分粒子は透過させない半
透膜（逆浸透膜）を用いて海水から真水を得る淡
水化方法である。東レや日東電工は、膜ポリマー
分子中の分子透過の間隙を小さくし、飲料水中の
規制物質の１つであるホウ素を高効率で除去でき、
かつ長期間使用できる耐久性を兼ね備えた逆浸透
膜の開発に成功している。また、東洋紡は塩素系
殺菌剤に強く高耐圧性を有する逆浸透膜の開発に
成功している。
　一方、下水再生技術としては、従来から下水中
の汚泥を沈殿させて上澄みを利用する方法が採用
されてきたが、最近はここにも逆浸透膜を用いて
低コストで浄化する方法が適用されるようになっ
た。東レは高分子技術により、膜表面に有機化合
物や微生物などが固着せず汚れにくい逆浸透膜の
開発に成功している。
　このような技術を組み込んだ、主な海水淡水化
プラントや下水再生プラントの建設および稼動状
況は、以下の表のようになっている。
　今後、世界的に水資源確保のニーズが増加する
ため、日本の最新の水処理技術が世界中で用いら
れていくと考えられる。
海水淡水化プラント内部の逆浸透膜モジュール概観
東レホームページ :
http://www.toray.co.jp/
i r / l i b r a r y / p d f /
liba083.pdf より
プラント稼動状況（予定含む）
場　所 稼働年（予定含む）
平均給水量
（万トン／日）
海水淡水化
プラント
シンガポール 2005 13.6
日本（福岡） 2005 5.0
日本（沖縄） 2005 0.03
アラブ首長国連邦 2008 25.0
サウジアラビア 2008 19.2
下水再生
プラント
シンガポール 2003 4
クウェート 2005 31.8
米国（加州） 2007 22
